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No 頁 意見等 意見等に対する市の考え方 

１ 49 

(3) 小中学校の規模・配置状況を踏まえ

た施設整備について，過小規模がダメだ

と強い印象を与えている。過小規模の学

校の施設整備は遅くなるということか。

そのように受け取れる。「教育環境の平等

性」を考えれば文言を訂正したほうがよ

い。 

 現在ある学校，地域と連携しながらあ

り続ける学校の施設整備については，教

育環境の平等は保たれるべきである。 

ご指摘の部分に記述したように，児童

生徒にとって望ましい教育環境はどうあ

るべきかという観点に立ち，小中学校の

規模や配置状況などの施設整備に関する

課題を解決する意図となっています。 

 

２ 63 

 ① 施設整備の方策について，「公立小

学校・中学校の適正規模・適正配置等に関

する手引」は，４章小規模校を存続させる

場合の教育の充実も示されていることか

ら，存続する後のフォローアップの記述

が必要である。 

 「■学校規模によるメリット・デメリッ

ト～」について，示されている以外にもメ

リット・デメリットはたくさんあると思

う。「主な」メリット・デメリットとした

ほうがよい。 

 また，小規模校や過小規模校のメリッ

トが５項目，デメリットが６項目で適正

規模校のメリットが４項目，デメリット

が３項目示されており，再編ありきの誘

導と捉えられることから項目数を揃えた

ほうがよい。 

ご指摘の部分は，各学校の児童生徒数

や学級数など，現状を記述したものとな

っております。 

また，メリットやデメリットがこれだ

けであると限定したものではなく，学校

再編を誘導する意図で作成したものでは

ございません。 

なお，メリットとデメリットの項目数

については，ご指摘いただいたとおり，数

を揃えさせていただきます。 
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３ 65 

 ②学校規模の適正化について，「小規模

校としてのデメリットが顕著になる」と

あるが，小規模校のメリットもあるので，

既存校，現在ある学校については，特色を

活かす方法の記載も必要である。 

ご指摘の部分については次のとおり変

更いたします。 

【変更前】 

『学校が小規模化することで、（中略）学

校規模の適正化を目指し、』 

【変更後】 

『「指宿市望ましい学校づくり基本方針」

に記述されているように、学校教育の目

的は、児童生徒が一定の集団の中で、様々

な考え方に触れ、協力し合い、切磋琢磨し

て「生きる力」を身につけていくことであ

り、そのためには、ある程度の学校規模や

学級集団を確保することが必要であるこ

とから、』 

４ 71 

 防犯対策について不審者侵入の観点か

ら，市内全学校の死角になる場所等に防

犯カメラの設置が必要である。児童生徒

の命を守るためにあってからでは遅い。

予防保全の最重要課題として水準を入れ

込めないか。 

 ＩＣＴ設備について，情報化社会に対

応した点で重要だと感じる。特にリモー

ト授業やオンライン交流などの観点から

過小規模校などの小さな学校のほうが必

要性は高いことから，優先的に設置する

こと大事である。使用教室少ない分コス

ト軽減にもつながる。 

ご指摘の部分は，大幅な施設改修等が

必要な整備水準を規定したものであり，

防犯カメラの設置に関しては切り離して

考えてまいります。 

ＩＣＴ環境の整備は，学校規模の差に

基づき実施するのではなく，市内全ての

学校の足並みを揃えて実施してまいりま

す。 

５ 74 

 ②点検・評価結果の蓄積について，デー

タベース化することは大事なことである

と思う。その際，年度ベースで情報を開示

することを文言として入れ込むことはで

きないか。施設管理者や学校現場やどの

ような施設整備で困っているかを広く市

民に周知されることで，より計画的かつ

円滑に長寿命化を図ることができると思

う。 

これまでも，学校に対し改修要望調査

を実施し，その結果を参考に小規模な改

修は実施しております。 

今回，複数の専門家での現地調査によ

る計画を策定したところですが，今後も

専門家の意見を参考に本計画の更新を実

施してまいりたいと考えております。 
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６ 

75 

 文面の最後の段落について，「児童生徒

数の推移等を考慮した」「学校規模の適正

化を含む社会的ニーズ」ということは小

さな学校は後回しと受け取れる。現在あ

る学校，地域と連携しながらあり続ける

学校の施設整備については，教育環境の

平等は保たれるべきである。「教育環境の

平等性」を考えれば，文言を訂正したほう

がよい。 

現在の建物は，児童生徒数が多い頃に

建築されたものがほとんどであり，現在

の児童生徒数に対して過度な施設となっ

ております。 

今後，児童生徒数に合わせて整備する

ことも想定されることから，このような

表現としているところです。 
79 

７ 80 

 ②事業推進のための財源について，下

限額が 1,000 万円と低い小規模校のほう

がより幅広く（6,999 万～1,000 万円）支

援の対象になるという意味か？であれ

ば，長寿命化計画を行う際，小規模の方が

計画を立てやすいのではないか。 

お見込みのとおり，小規模校以外の事

業費の下限額は７，０００万円でありま

すが，小規模校は１，０００万円であるこ

とを意味しています。 

しかし，改修等については，本計画書の

７５ページに記述しているように，健全

度の低い建物かつ建築年の古い建物から

順次行うことを基本としています。 

８ 81 

 ・教育を受ける環境，権利は平等でなく

てはならないので，学校再編を見越した

考えで計画を立てるのは止めていただき

たい。 

 ・コスト削減が主な目的にならないよ

うに学校施設長寿命化を計画してほし

い。学校は子供たちにとっての安全安心

な施設環境の確保，教育環境の質的向上

のみならず，地域コミュニティの拠点形

成が重要である。 

 ・ＩＣＴ教育環境の整備は，情報化社会

に対応する子どもを育成するためには必

要不可欠です。それは小さな学校のほう

がリモート交流の観点からも優先される

ことは容易に考えられます。必要に応じ

て柔軟な改修計画や長寿命化計画を実施

してもらいたい。 

ご提案いただいた内容については，ご

意見として承り，今後の参考とさせてい

ただきます。 

 


